
 

 

科目名 現代の国語 
単位数 ２単位 

学年等 ２学年 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・

能力を次のとおり育成することを目指す。 

（１）実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。 

（２）論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え

合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

（３）言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国

の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

使用教科書 

副教材等 

「高等学校 現代の国語」（第一学習社） 

「国語必携 ライトパーフェクト演習〈三訂版〉」（尚文出版） 

「意味から学ぶ常用漢字 漢字検定５級～２級対応」（第一学習社） 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

実社会に必要な国語の知識や技能

を身に付けるようにする。 

 

論理的に考える力や深く共感した

り豊かに想像したりする力を伸ば

し、他者との関わりの中で伝え合う

力を高め、自分の思いや考えを広

げたり深めたりすることができる 

ようにする。 

言葉がもつ価値への認識を深める

とともに、生涯にわたって読書に親

しみ自己を向上させ、我が国の言

語文化の担い手としての自覚をも

ち、言葉を通して他者や社会に関 

わろうとする態度を養う。 

評価点 ３00点 ３00点 ３00点 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

１ 

学 

期 

〇小説 

 ・側転と三夏 

○一つだけではない自分 

・「本当の自分」幻想 

○言語の「眼鏡」をかけて世界を見る 

 ・ものとことば 

○文化を比較することで見えてくるもの 

 ・水の東西 

○話し方の工夫 

・定期考査 

・小テスト 

・定期考査 

・授業の行動観察 

・ワークシート 

・定期考査 

・授業の行動観察 

・ワークシート 

評価点 １００点 １００点 １００点 

２ 

学 

期 

○日本文化の特徴は「無いこと」の豊かさか 

 ・無彩の色 

○「世論」の作られ方を考える 

 ・現代の「世論操作」 

○現代社会を読み解く尺度 

 ・フェアな競争 

・定期考査 

・小テスト 

・定期考査 

・授業の行動観察 

・ワークシート 

・定期考査 

・授業の行動観察 

・ワークシート 



 

 

○小説 

 ・山月記 

○スピーチで自分を伝える 

評価点 １００点 １００点 １００点 

３ 

学 

期 

○伝統的な時間と近代的な時間 

 ・不均等な時間 

○小説 

 ・卒業ホームラン 

○書き方の基礎レッスン 

・定期考査 

・小テスト 

・定期考査 

・授業の行動観察 

・ワークシート 

・定期考査 

・授業の行動観察 

・ワークシート 

評価点 １００点 １００点 １００点 

４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

１ 

学 

期 

４ 

 

 ５ 

 

  

 ６ 

 

 ７ 

〇小説 

 ・側転と三夏 

○一つだけではない自分 

・「本当の自分」幻想                                  １学期中間考査 

 

 

1３ 

 

 

1３ 

○言語の「眼鏡」をかけて世界を見る 

 ・ものとことば             

○文化を比較することで見えてくるもの 

 ・水の東西 

○話し方の工夫                                    １学期期末考査 

 

２ 

学 

期 

 

 

 

 

８ 

 

９ 

 

10 

 

１１ 

 

１２ 

○日本文化の特徴は「無いこと」の豊かさか 

 ・無彩の色 

○「世論」の作られ方を考える 

 ・現代の「世論操作」                                ２学期中間考査 

 

 

 

1５ 

 

 

 

 

１５ 

○現代社会を読み解く尺度 

 ・フェアな競争 

○小説 

 ・山月記 

○スピーチで自分を伝える                            ２学期期末考査 

３ 

学 

期 

1 

 

２ 

 

３ 

○伝統的な時間と近代的な時間 

 ・不均等な時間 

○小説 

 ・夢十夜 

○書き方の基礎レッスン                             ３学期学年末考査 

 

 

 

 

１４ 

５ その他 

・副教材『意味から学ぶ常用漢字』を定期考査、漢字小テスト、及び長期休暇の課題とする。 

・副教材『国語必携 ライトパーフェクト演習〈三訂版〉』を、定期試験毎の課題とする。 

 



 

 

 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い

視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成

者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（１）地理に関わる諸事象に関して，世界の生活文化の多様性や，防災，地域や地球的課題への取組など 

を理解するとともに，地図や地理情報システムなどを用いて，調査や諸資料から地理に関する様々 

な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

（２）地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置や分布，場所，人間と自然環境との相 

互依存関係，空間的相互依存作用，地域などに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察 

したり， 地理的な課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明し 

たり，それらを基に議論したりする力を養う。 

（３）地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究， 

解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本

国民としての自覚，我が国の国土に対する愛情，世界の諸地域の多様な生活文化を尊重しようとす

ることの大切さについての自覚などを深める。 

使用教科書 

副教材等 

教 科 書：地理総合 (東京書籍)  

副教材等：詳解現代地図 最新版（二宮書店）、地理総合 ワークノート（東京書籍） 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

地理に関わる諸事象に関して，

世界の生活文化の多様性や，防災，

地域や地球的課題への取組などを

理解している。 

地図や地理情報システムなどを

用いて，調査や諸資料から地理に

関するさまざまな情報を適切かつ

効果的に調べまとめる技能を身に

付けている。 

地理に関わる事象の意味や意

義，特色や相互の関連を，位置や分

布，場所，人間と自然環境との相互

依存関係，空間的相互依存作用，地

域などに着目して，概念などを活用

して多面的・多角的に考察したり，

地理的な課題の解決に向けて構想

したりすることができる。 

考察，構想したことを効果的に説

明したり，それらを基に議論したり

することができる。 

知識及び技能を獲得したり，思考

力，判断力，表現力等を身に付けた

りすることに向けた粘り強い取り

組みを行おうとしている。また，粘

り強い取り組みを行う中で，自らの

学習を調整しようとしている。 

地理に関わる諸事象について，

よりよい社会の実現を視野にそこ

で見られる課題を主体的に追究，

解決しようとしている。 

 

評価点 ７００点 ７００点 ７００点 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

１ 

学 

期 

第１編 地図や地理情報システムでとらえる現 

代世界 

第１章 私たちが暮らす世界 

第２章 地図や地理情報システムの役割 

第３章 資料から読み取る現代世界 

第２編 国際理解と国際協力 

第１章 人々の生活文化と多様な地理的環境 

１節 生活文化の多様性と国際理解 

２節 生活文化と自然環境 ①地形 

・定期考査等 

・課題 

・ノート等の提出物 

 

 

・定期考査 

・課題 

・授業中の行動観察 

・ノート等の提出物 

 

・課題 

・授業中の行動観察 

・ノート等の提出物 

・ワークシート 

 

科目名 地理総合 単位数 ２単位 学年等 ２学年 



 

 

評価点 ２４０点 ２４０点 ２４０点 

２ 

学 

期 

３節 生活文化と自然環境② 気候 

４節 生活文化と産業 

第２章 さまざまな地理的課題と国際協力 

５節 居住・都市 

６節 民族問題 

７節 持続可能な社会の実現をめざして 

・定期考査 

・課題 

・ノート等の提出物 

 

 

・定期考査 

・課題 

・授業中の行動観察 

・ノート等の提出物 

 

 

・課題 

・授業中の行動観察 

・ノート等の提出物 

・ワークシート 

 

評価点 ３００点 ３００点 ３００点 

３ 

学 

期 

第３編 持続可能な地域づくりと私たち 

第１章 自然環境と防災 

１節 日本の自然環境の特色 

２節 さまざまな自然災害と防災 

第２章 生活圏の調査と地域の展望 

 

・定期考査 

・課題 

・ノート等の提出物 

・定期考査 

・課題 

・授業中の行動観察 

・ノート等の提出物 

・課題 

・授業中の行動観察 

・ノート等の提出物 

・ワークシート 

評価点 １６０点 １６０点 １６０点 

４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

１ 

学 

期 

 

４ 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

第１編 地図や地理情報システムでとらえる現代世界 

第１章 私たちが暮らす世界 

第２章 地図や地理情報システムの役割                               〈中間考査〉 

第３章 資料から読み取る現代世界 

第２編 国際理解と国際協力 

第１章 人々の生活文化と多様な地理的環境 

１節 生活文化の多様性と国際理解 

２節 生活文化と自然環境 ①地形                                〈期末考査〉 

 

 

   

 

 

 

 

24 

２ 

学 

期 

８ 

９ 

１０ 

 

１１ 

１２ 

３節 生活文化と自然環境② 気候  

４節 生活文化と産業                                       〈中間考査〉 

第２章 さまざまな地理的課題と国際協力 

５節 居住・都市 

６節 民族問題 

７節 持続可能な社会の実現をめざして                           〈期末考査〉 

 

 

   

 

 

30 

３ 

学 

期 

１ 

 

２ 

 

 ３ 

第３編 持続可能な地域づくりと私たち 

第１章 自然環境と防災 

１節 日本の自然環境の特色 

２節 さまざまな自然災害と防災 

第２章 生活圏の調査と地域の展望                                         〈学年末考査〉 

 

 

 

 

１６ 

５ その他 
 

 定期考査の結果だけでなく、日々の授業への参加・取組状況、提出物への取組状況などを総合的に評価します。 



 

科目名 数学Ⅱ 
単位数 ４単位 

学年等 ２学年 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

 数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力 を次のとおり育成

することを目指す。 

 （1）いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及び微分・積分の 考えについての基

本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数 学化したり，数学的に解釈したり，数

学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。  

（2）数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式が成り立つことなどについて論理的 に考察する力，

座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，方程式を用 いて図形を簡潔・明瞭・的確に表

現したり，図形の性質を論理的に考察したりする 力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特

徴を数学的に考察する力，関 数の局所的な変化に着目し，事象を数学的に考察したり，問題解決の過

程や結果を 振り返って統合的・発展的に考察したりする力を養う。  

（3）数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論 拠に基づいて判

断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり， 評価・改善したりしようとする態

度や創造性の基礎を養う。 

使用教科書 

副教材等 

改訂版 最新 数学Ⅱ（数研出版） 

教科書傍用 パラレルノート 数学Ⅱ（数研出版） 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り

組む態度 

趣旨 

・数学的活動を重視し，既習

の知識と関連付け，より深く

体系的に理解できている。 

・事象を数学化したり，数学

的に解釈したり，数学的に

表現・ 処理したりするため

の技能を身に付いている。 

 

 

 

「（1）いろいろな式」の学習では，実数の性質や等式の性

質，不等式の性質などを基に，等式や不等式が成り立つ

ことを論理的に考察し，証明できる。 

「（2）図 形と方程式」の学習では，座標平面上の図形につ

いて構成要素間の関係に着目し，それらを方程式を用い

て表現し，図形の性質や位置関係について考察できる。 

「（3）指数関数・対数関数」の学習では，二つの数量の関

係に着目し，日常の事象や社会の事象などを数学的に捉

えて問題解決したり，解決の過程を振り返って事象の数

学的な特徴や他の事象との関係を考察したりできる。 

「（4）三角関数」の学習では，三角関数に関する様々な性

質について考察するとともに，三角関数の加法定理から

新たな性質を導くことができる。 

「（5）微分・積分の考え」の学習では，関数の局所的な変化

に着目 し，日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え

て問題解決したり，解決の過程を振り 返って事象の数学

的な特徴や他の事象との関係を考察することができる。 

・粘り強く「柔軟に」

考え，数学的論拠に

基づいて判断しよう

とする態度を養えて

いる。 

・数学のよさを認識

し数学を活用しよう

とする態度，問題解

決の過程を振り返っ

て考察を深めたり，

評価・改善したりし

ようとする態度や創

造性の基礎が身に

付いている。 

評価点 ２１０ ２１０ ２１０ 

 

 

 



 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

１ 

第４章 三角関数 

第２章 複素数と方程式 

第１章 式と証明 

 

・定期考査 ・定期考査 

・振り返りシート 

・課題 

・授業の行動観察 

・振り返りシート 

・課題 

・授業の行動観察 

評価点 70 70 70 

２ 

第５章 指数関数・対数関数 

第６章 微分法と積分法 

  

・定期考査 ・定期考査 

・振り返りシート 

・課題 

・授業の行動観察 

・振り返りシート 

・課題 

・授業の行動観察 

評価点 70 70 70 

３ 

第３章 図形と方程式 ・定期考査 ・定期考査 

・振り返りシート 

・課題 

・授業の行動観察 

・振り返りシート 

・課題 

・授業の行動観察 

評価点 70 70 70 

４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

1 

４ 

 

５ 

 

６ 

７ 

第４章 三角関数 

第１節 三角関数 

第２節 加法定理 

第２章 複素数と方程式 

第１節 複素数と２次方程式の解 

第２節 高次方程式 

 

20 

１2 

16 

4 

2 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

第５章 指数関数と対数関数 

 

第６章 微分法と積分法 

第１節 微分法 

24 

 

36 

3 

１ 

２ 

３ 

第６章 微分法と積分法 

第２節 積分法 

第３章 図形と方程式 

 

 

10 

 

18 

５ その他 

 

 

１学期中間考査 

１学期期末考査 

２学期中間考査 

学年末考査 

２学期期末考査 



 

科目名 体育 
単位数 2単位 

学年等 2学年 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

体育の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、心と

体を一体として捉え、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに、自己の状況に応じて

体力の向上を図るための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1）  運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを深く味わい、生涯にわたって運動

を豊かに継続することができるようにするため、運動の多様性や体力の必要性について理解する

とともに、それらの技能を身に付けるようにする。 

（2）  生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考

し判断するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養う。 

（3）  運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果た

す、参画する、一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに、健康・安全を

確保して、生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。 

使用教科書 

副教材等 
 

 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

 運動の合理的、計画的な実践を通

して、運動の楽しさや喜びを深く味

わい、生涯にわたって運動を豊か

に継続することができるようにす

るため、運動の多様性や体力の必

要性について理解しているととも

に、それらの技能を身に付けてい

る。 

 生涯にわたって運動を豊かに継

続するための課題を発見し、合理

的、計画的な解決に向けて思考し

判断しているとともに、自己や仲間

の考えたことを他者に伝えている。 

運動における競争や協働の経験

を通して、公正に取り組む、互いに

協力する、自己の責任を果たす、参

画する、一人一人の違いを大切に

しているとともに、健康・安全を確

保して、生涯にわたって継続して運

動に親しむための学習に主体的に

取り組もうとしている。 

評価点 300点 300点 300点 

 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

1 

学 

期 

A 体つくり運動 

Ｅ 球技 

Ｈ 体育理論(第２章 ア) 

・実技テスト 

・小テスト 

・授業中の行動観察 

・小テスト 

・授業中の行動観察 

・自己評価シート 

評価点 100点 100点 100点 

2 

学 

期 

Ｃ 陸上競技 

B 器械運動 

Ｅ 球技 

Ｈ 体育理論(第２章 イ、ウ) 

・実技テスト 

・小テスト 

・授業中の行動観察 

・小テスト 

・授業中の行動観察 

・自己評価シート 

評価点 100点 100点 100点 



 

3 

学 

期 

Ｃ 陸上競技 

Ｈ 体育理論(第２章 エ) 

・実技テスト 

・小テスト 

・授業中の行動観察 

・小テスト 

・授業中の行動観察 

・自己評価シート 

評価点 100点 100点 100点 

 

４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

1 

学 

期 

4 

5 

 

6 

 

7 

 

 A 体つくり運動 

   ア 体ほぐしの運動 

   イ 実生活に生かす運動の計画 

E 球技 

   イ ネット型（バレーボール） 

Ｈ 体育理論 

第２章 運動やスポーツの効果的な学習の仕方 

    ア 運動やスポーツの技能と体力及びスポーツによる障害 

 

10 

 

14 

2 

2 

学 

期 

 8 

9 

 

 

10 

11 

 

 

 

 

12 

C 陸上競技 

  ウ ハードル走 

  エ 走り幅跳び 

  ク やり投げ 

選択制授業(９月下旬～１１月) 

B 器械運動 

  ア マット運動 

Ｅ 球技 

  ア ゴール型(ハンドボール) 

  ア ゴール型(バスケットボール) 

Ｈ 体育理論 

第２章 運動やスポーツの効果的な学習の仕方 

    イ スポーツの技術と技能及びその変化 

    ウ 運動やスポーツの技能の上達過程 

 

10 

 

 

 

 

18 

 

 

 

 

2 

3 

学 

期 

 

1 

2 

3 

 

Ｃ 陸上競技 

   ア 長距離走 

Ｈ 体育理論 

第２章 運動やスポーツの効果的な学習の仕方 

    エ 運動やスポーツの活動時の健康・安全の確保の仕方 

12 

 

 

2 

５ その他 

 

 



 

科目名 保健 
単位数 1 単位 

学年等 2学年 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

保健の見方・考え方を働かせて、合理的、計画的な解決に向け学習過程を通して、生涯を通じて人々が

自らの健康や環境を適切に管理し、改善してくための資質・能力を育成する。 

（１） 個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めているとともに、技能を身に付けるよ

うにする。 

（２） 健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断している

とともに、目的や状況に応じて他者に伝える力を養う。 

（３） 生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力ある

生活を営む態度を養う。 

使用教科書 

副教材等 

新高等保健体育（大修館書店） 

新高等保健体育ノート（大修館書店） 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

個人及び社会生活における健康・

安全について理解を深めていると

ともに、技能を身に付けている。 

健康についての自他や社会の課題

を発見し、合理的、計画的な解決に

向けて思考し判断しているととも

に、目的や状況に応じて他者に伝

えている。 

生涯を通じて自他の健康の保持増

進やそれを支える環境づくりを目

指し、明るく豊かで活力ある生活を

営むための学習に主体的に取り組

もうとしている。 

評価点 3００点 3００点 3００点 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

１ 

学 

期 

第３章 生涯を通じる健康 

ア 生涯の各段階における健康 

 

・定期考査等 

 

・小テスト 

・授業の行動観察 

・学習課題等 

・振り返りシート 

・授業中の行動観察 

評価点 １0０点 １0０点 １0０点 

２ 

学 

期 

イ 労働と健康 

第４章 健康を支える環境づくり 

ア 環境と健康 

イ 食品と健康 

 

・定期考査等 

 

・小テスト 

・授業中の行動観察 

 

・学習課題等 

・振り返りシート 

・授業中の行動観察 

評価点 1００点 1００点 1００点 

３ 

学 

期 

  ウ 保健・医療制度及び地域の保健・医療機 

    関 

エ 様々な保健活動や社会的対策 

オ 健康に関する環境づくりと社会参加 

 

・定期考査等 

 

・小テスト 

・授業中の行動観察 

 

・学習課題等 

・振り返りシート 

・授業中の行動観察 

評価点 １0０点 １0０点 １0０点 

 



 

４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

１ 

学 

期 

４ 

 

 

 ５ 

 

６ 

 

７ 

 

第３章 生涯を通じる健康 

  生涯の各段階における健康 

１ 思春期と健康 

２ 性意識の変化と性行動の選択 

３ 結婚生活と健康 

４ 妊娠・出産と健康 

5 家族計画 

6 加齢と健康 

７ 高齢社会に対応した取り組み 

                                      １学期期末考査 

11 

 

 

 

 

２ 

学 

期 

８ 

９ 

 

 

１０ 

 

 

１１ 

 

１２ 

 

第３章 生涯を通じる健康 

  労働と健康 

８ 働くことと健康 

９ 労働災害の防止 

１０ 働く人の健康づくり 

第４章 健康を支える環境づくり 

  環境と健康 

1 大気汚染と健康 

2 水質汚濁・土壌汚染と健康 

3 健康被害を防ぐための環境対策 

   ４ 環境衛生に関わる活動 

  食品と健康 

5 食品の安全性と健康 

6 食品の安全性を確保する取り組み 

                                      ２学期期末考査 

  

 7 

 

 

 

 

 ５ 

 

 

 

  

 ４ 

３ 

学 

期 

１ 

２ 

３ 

 

第４章 健康を支える環境づくり 

 保健・医療制度及び地域の保健・医療機関 

7 保健制度とその活用 

8 医療制度とその活用 

9 医薬品の制度とその活用 

  様々な保健活動や社会的対策 

   10 様々な保健活動や対策 

  健康に関する環境づくりと社会参加 

   11 誰もが健康に過ごせる社会に向けた環境づくり 

                                      ３学期期末考査 

 

４ 

 

 

 

４ 

５ その他 

 

 



 

科目名 英語コミュニケーションⅡ 
単位数 ２単位 

学年等 ２学年 

 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ,外国語による聞くこと, 読むこと, 

話すこと, 書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通して, 情報や考えなど

を的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次のと

おり育成することを目指す。 

（1）外国語の音声や語彙, 表現, 文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに,これらの知識を, 聞く

こと，読むこと，話すこと, 書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況など

に応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。 

（2）コミュニケーションを行う目的や場面, 状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題につい

て，外国語で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり, 

これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。 

（3）外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主

体的，自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

使用教科書 

副教材等 

COMET English Communication Ⅱ（数研出版） 

COMET English Communication Ⅱ ベーシックノート（数研出版） 

 

２評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

・外国語の音声や語彙，表現，文法，

言語の働きなどについて理解を深

めている。 ・外国語の音声や語彙，

表現， 文法，言語の働きなどの知

識を，聞くこと，読むこと，話すこ

と，書くことによる実際のコミュニ

ケーションにおいて，目的や場面，

状況などに応じて適切に活用でき

る技能を身に付けている。 

コミュニケーションを行う目的や場

面，状況などに応じて，日常的な話

題や社会的な話題について，外国

語で情報や考えなどの概要や要

点，詳細，話し手や書き手の意図な

どを的確に理解したり，これらを活

用して適切に表現したり伝え合っ

たりしている。 

外国語の背景にある文化に対する

理解を深め，聞き手，読み手，話し

手，書き手に配慮しながら，主体

的，自律的に外国語を用いてコミュ

ニケーションを図ろうとしている。 

評価点 6００点 6００点 6００点 

 

３評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

1 

学 

期 

Lesson 1 Places Worth Visiting 

Lesson 2 Iwago Mitsuaki：   

Animal Photographer 

・定期考査等 

・学習課題等 

・定期考査等 

・学習課題等 

・パフォーマンステ

スト等 

・授業中の行動観察 

・学習課題等 

・パフォーマンステ

スト等 

評価点 ２００点 ２００点 ２００点 



 

２ 

学 

期 

Lesson 3 The Haka 

Lesson 4 Degital Detox 

・定期考査等 

・学習課題等 

・定期考査等 

・学習課題等 

・パフォーマンステ

スト等 

・授業中の行動観察 

・学習課題等 

・パフォーマンステ

スト等 

評価点 ２００点 ２００点 ２００点 

3 

学 

期 

Lesson 5 Goal Setting 

Lesson 6 The High School Hair Salon 

・定期考査等 

・学習課題等 

・定期考査等 

・学習課題等 

・パフォーマンステ

スト等 

・授業中の行動観察 

・学習課題等 

・パフォーマンステ

スト等 

評価点 ２００点 ２００点 ２００点 

４指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

１ 

学 

期 

４ 

５ 

６ 

７ 

Lesson 1 Places Worth Visiting 

                                                     １学期中間考査 

Lesson 2 Iwago Mitsuaki：  Animal Photographer 

                                                     １学期期末考査  

 

10 

 

16 

２ 

学 

期 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

Lesson 3 The Haka 

 

                                                     ２学期中間考査 

Lesson 4 Degital Detox 

                                                     ２学期期末考査 

 

 

12 

 

18 

３ 

学 

期 

１ 

２ 

３ 

Lesson 5 Goal Setting 

Lesson 6 The High School Hair Salon 

                                                        学年末考査 

 

 

14 

５その他 

〇 授業中または考査において、パフォーマンステスト（ライティング、インタビュー、プレゼンテーション等）が課されます。 

〇 生徒の学習到達度に依って、計画変更の可能性があります。 

 



 

科目名 英語演習 
単位数 ２単位 

学年等 ２学年(選択） 

 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ,外国語による聞くこと, 読むこと, 

話すこと, 書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通して, 情報や考えなど

を的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次のと

おり育成することを目指す。 

（1）外国語の音声や語彙, 表現, 文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに,これらの知識を, 聞く

こと，読むこと，話すこと, 書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況など

に応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。 

（2）コミュニケーションを行う目的や場面, 状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題につい

て，外国語で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり, 

これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。 

（3）外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主

体的，自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

使用教科書 

副教材等 

COMET English Communication Ⅰ（数研出版） 

新訂版 チャート式シリーズ DUALSCOPE High School English デュアルスコープ総合英語（数

研出版） 

五訂版 UNITE 英語総合問題集 STAGE１（数研出版） 

三訂版 大学入試データ分析 英単語VALUE1400[3000語レベル]（数研出版） 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

・外国語の音声や語彙，表現，文法，

言語の働きなどについて理解を深

めている。 ・外国語の音声や語彙，

表現， 文法，言語の働きなどの知

識を，聞くこと，読むこと，話すこ

と，書くことによる実際のコミュニ

ケーションにおいて，目的や場面，

状況などに応じて適切に活用でき

る技能を身に付けている。 

コミュニケーションを行う目的や場

面，状況などに応じて，日常的な話

題や社会的な話題について，外国

語で情報や考えなどの概要や要

点，詳細，話し手や書き手の意図な

どを的確に理解したり，これらを活

用して適切に表現したり伝え合っ

たりしている。 

外国語の背景にある文化に対する

理解を深め，聞き手，読み手，話し

手，書き手に配慮しながら，主体

的，自律的に外国語を用いてコミュ

ニケーションを図ろうとしている。 

評価点 6００点 6００点 6００点 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

１ 

UNITE 1 Lesson１～6 

文の種類 （第 1 章） 

文の組み立て （第 2 章） 

時制(1)(2) （第 3・４章） 

助動詞 （第 5 章） 

・定期考査等 

・学習課題等 

・定期考査等 

・学習課題等 

・パフォーマンステ

スト等 

・授業中の行動観察 

・学習課題等 

・パフォーマンステ

スト等 

評価点 ２００点 ２００点 ２００点 



 

２ 

UNITE 1 Lesson 7～12 

動詞の態 （第 6 章） 

不定詞 （第７章） 

動名詞 （第 8 章） 

分詞 （第 9 章） 

比較 （第 10 章） 

・定期考査等 

・学習課題等 

・定期考査等 

・学習課題等 

・パフォーマンステ

スト等 

・授業中の行動観察 

・学習課題等 

・パフォーマンステ

スト等 

評価点 ２００点 ２００点 ２００点 

３ 

UNITE 1 Lesson 13～15 

関係詞 （第 11 章） 

接続詞 （第 17 章） 

仮定法 （第 12 章） 

・定期考査等 

・学習課題等 

・定期考査等 

・学習課題等 

・パフォーマンステ

スト等 

・授業中の行動観察 

・学習課題等 

・パフォーマンステ

スト等 

評価点 ２００点 ２００点 ２００点 

４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

１ 

 

４ 

５ 

６ 

７ 

UNITE 1 Lesson１～6 

文の種類 （第 1 章） 

文の組み立て （第 2 章） 

時制(1)(2) （第 3・４章） 

助動詞 （第 5 章） 

パフォーマンステスト等 

                                                     １学期期末考査  

 

 

 

  

 

  

２6 

２ 

 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

UNITE 1 Lesson 7～12 

動詞の態 （第 6 章） 

不定詞 （第７章） 

動名詞 （第 8 章） 

分詞 （第 9 章） 

比較 （第 10 章） 

パフォーマンステスト等 

                                                     ２学期期末考査 

 

 

 

 

 

 

 

３0 

３ 

 

１ 

２ 

３ 

UNITE 1 Lesson 13～15 

関係詞 （第 11 章） 

接続詞 （第 17 章） 

仮定法 （第 12 章） 

パフォーマンステスト等 

                                                       学年末考査 

 

 

 

 

 

１４ 

５ その他 

・第１学期、第２学期、第３学期の評価方法で評価した各学期の評価を、１年間を通じて同様の観点で総合的に評価します。 

・パフォーマンステストは、「聞く」・「読む」・「話す」・「書く」ことの中から実施します。詳細は授業の中で連絡します。 

・生徒の学習到達度に依って、計画変更の可能性があります。 

 



 

科目名 家庭基礎 
単位数 ２単位 

学年等 ２学年 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を通して，様々な
人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，男女が協力して主体的に家庭や地域の生
活を創造する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 
(1)人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費生活・環境などについて，生活を主体
的に営むために必要な基礎的な理解を図るとともに，それらに係る技能を身に付ける
ようにする。 

(2)家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策
を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するな
ど，生涯を見通して課題を解決する力を養う。 

(3)様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画しようとすると
ともに，自分や家庭，地域の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。 

使用教科書 

副教材等 

高等学校 家庭基礎 持続可能な未来をつくる(第一学習社) 
202５最新生活ハンドブック資料＆成分表& ICT（第一学習社） 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

人の一生と家族・家庭及び福
祉，衣食住，消費生活・環境な
どについて，生活を主体的に
営むために必要な基礎的な知
識と，それらに係る技能を身
に付けている。 

家庭や地域及び社会における
生活の中から問題を見いだし
て課題を設定し，解決策を構
想し，実践を評価・改善し，考
察したことを根拠に基づいて
論理的に表現するなど，生涯
を見通して課題を解決する力
を身に付けている。 

様々な人々と協働し，よりよ
い社会の構築に向けて，地域
社会に参画しようとするとと
もに，自分や家庭，地域の生活
の充実向上を図ろうとする実
践的な態度を身に付けてい
る。 

評価点 300 300 300 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

１
学
期 

１章 これからの生き方と家族 
２章 次世代をはぐくむ 
６章 衣生活をつくる 

・授業中の行動観察 

・ワークシートの記述 

分析 

・定期考査 

・実技テスト（被服） 

・学習課題・作品など 

・授業中の行動観察 

・ワークシートの記述 

分析 

・定期考査 

・実技テスト（被服）・

学習課題・作品など 

・授業中の行動観察 

・ワークシートの記述 

分析 

・定期考査 

・学習課題・作品など 

評価点 100 100 100 

２
学
期 

５章 食生活をつくる 
３章 充実した生涯へ 
４章 ともに生きる 
 

・授業中の行動観察 

・ワークシートの記述 

分析 

・定期考査 

・実技テスト（調理） 

・学習課題・作品など 

・授業中の行動観察 

・ワークシートの記述 

分析 

・定期考査 

・学習課題・作品など 

・授業中の行動観察 

・ワークシートの記述 

分析 

・定期考査 

・学習課題・作品など 

評価点 120 120 120 

３
学
期 

８章 経済生活をつくる 
７章 住生活をつくる 

・授業中の行動観察 

・ワークシートの記述 

分析 

・定期考査 

・学習課題・作品など 

・授業中の行動観察 

・ワークシートの記述 

分析 

・定期考査 

・学習課題・作品など 

・授業中の行動観察 

・ワークシートの記述 

分析 

・定期考査 

・学習課題・作品など 

評価点 80 80 80 

４ 指導の計画 



 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

１
学
期 

4 

 

 

 

 

5 

 

 

 

6 

 
 
 
 

7 

家庭科の学び方－学習から実践へ  
・ホームプロジェクトとは ・学校家庭クラブ活動とは 

１章 これからの生き方と家族 
１ 生涯の生活設計 
２ 家族・家庭と社会とのかかわり 

２章 次世代をはぐくむ 
１ 子どもの発達 
２ 子どもの生活 
３ 子育て支援と福祉 

６章 衣生活をつくる  
１ 人の一生と被服 
２ 被服材料と管理 
３ これからの衣生活  

実習① 被服製作 

基礎縫いテスト   
５章 食生活をつくる 
１ 人の一生と食事  

１学期期末考査 
 
・ホームプロジェクトの実践に向けて（健康に配慮した食生活、持続可能な食生活） 

５ 
 

 

 

  

６ 

 

 

 

8 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

2 

2 

学 

期 

8 
9 

 
 
 

10 
 
 
 

11 
 
 
 
 

12 

・ホームプロジェクトの実践に向けて（発表） 
５章 食生活をつくる 
２ 栄養と食品 
３ 食生活の安全のために 
４ 食生活をデザインする 
５ 調理の基本（調理実習） 

実習①   家族の食事をつくろう(和風献立) 

実習②   自分の食事をつくろう（中華・洋食献立） 

実習③   みんなでつくって食べよう(幼児食) 

実技テスト 包丁の扱い方 
３章 充実した生涯へ 
１ 超高齢社会を生きる 
２ 高齢社会を支える 
３ 充実した高齢期へ                                      

４章 ともに生きる                                           
１ 社会保障制度と社会的連帯 
２ 人の多様性と社会参加 

実習①  さまざまな人への支援を考えよう（幼稚園訪問）   
２学期期末考査 

 

3 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

4 

 

 

 

 

3 

学 

期 

1 
 
 
2 
 
 
3 

 

８章 経済生活をつくる 
１ 私たちの暮らしと経済 
２ 消費者問題を考える 
３ 持続可能な社会をめざして 消費者市民社会をめざして 
７章 住生活をつくる 
１ 人の一生と住まい 
２ 住生活の計画と選択 

学年末考査 
 

9 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

５ その他 

○毎時間の授業プリントは、記入内容などを評価し、返却します。 

〇返却したプリントはファイルに整理し、自らの学習の振り返りや考査に活用しましょう。 

〇ファイル、課題・作品などは、決められた期限までに提出しましょう。 

〇学習課題や振り返りの提出は ICT 機器（タブレット）を活用し、Classroom上で行ってください。 

〇単元ごとに探究活動を行います。ペア学習やグループ学習を通して学びを深めていきます。 
 



 

科目名 総合的な探究の時間 
単位数 １単位 

学年等 ２学年 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

探究の見方・考え方を働かせ、地域や社会及び職業と自己を関連付けた総合的な学びを通して、自己

の在り方や生き方を考えながら、広い視野で課題を発見し計画的且つ論理的に課題の解決ができるよ

うにするために、以下の資質・能力を育成する。 

⑴地域や社会及び職業と自己を関連付けた探究の過程において、課題の解決に必要な知識及び技能

を身に付けるとともに、地域や社会及び職業において多種多様な人、もの、ことが絡み合い、それぞ

れの良さを発揮しそれらが成り立っていることに気付く。 

⑵地域や社会及び職業と自己との関わりの中から問いを見いだし、その解決に向けて、先の見通しを

持って課題に取り組む力を身に付けるとともに、広い視野で調査・分析し、そして論理的にまとめ・表

現できる力を身に付ける。 

⑶地域や社会及び職業と自己を関連付けた探究活動に主体的・協働的に取り組むとともに、望ましい

職業観を醸成し、同時に互いの良さや自己の価値を理解し、粘り強く物事に取り組み、自己及び社会

の未来を切り拓こうとする態度を育てる。 

使用教科書 

副教材等 
「探究ナビ Basic」「探究ナビ Basic 実践ノート」（（株）ベネッセコーポレーション） 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

地域や社会及び職業と自己を関連

付けた探究の過程において、課題

の解決に必要な知識及び技能を身

に付けるとともに、地域や社会及び

職業において多種多様な人、もの、

ことが絡み合い、それぞれの良さを

発揮しそれらが成り立っていること

に気付いている。 

地域や社会及び職業と自己との関

わりの中から問いを見いだし、その

解決に向けて、先の見通しを持って

課題に取り組む力を身に付けると

ともに、広い視野で調査・分析し、

そして論理的にまとめ・表現できる

力を身に付けている。 

地域や社会及び職業と自己を関連

付けた探究活動に主体的・協働的

に取り組むとともに、望ましい職業

観を醸成し、同時に互いの良さや

自己の価値を理解し、粘り強く物事

に取り組み、自己及び社会の未来

を切り拓こうとしている 

評価点    

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

１ 

学 

期 

単元１ 職業の選択及び自己実現 

・導入（１年次の振り返り、概要・目的を知る） 

・インターンシップ・企業説明会・オープンキ

ャンパスについて知る 

単元２ 探究体験 

・探究体験ワーク 

 ・課題の設定、情報の収集、整理・分析、ま

とめ・表現、振り返り 

単元３ 探究実践 

 ・探究実践 

  ・課題の設定 

ワークシート 

ポートフォリオ 

授業の行動観察 

ワークシート 

ポートフォリオ 

授業の行動観察 

ワークシート 

ポートフォリオ 

授業の行動観察 



 

２ 

学 

期 

  ・課題の設定、情報の収集、整理・分析、まと

め・表現、発表活動、振り返り 

単元１ 職業の選択及び自己実現  

・企業、上級学校研究 

ワークシート 

ポートフォリオ 

授業の行動観察 

パフォーマンス課題 

ワークシート 

ポートフォリオ 

授業の行動観察 

パフォーマンス課題 

ワークシート 

ポートフォリオ 

授業の行動観察 

パフォーマンス課題 

３ 

学 

期 

・企業、上級学校研究 

・履歴書の作成 

・志望理由書の作成 

・進路セミナー 

・まとめ・１年間の振り返り 

ワークシート 

ポートフォリオ 

授業の行動観察 

 

ワークシート 

ポートフォリオ 

授業の行動観察 

 

ワークシート 

ポートフォリオ 

授業の行動観察 

 

４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

１ 

学 

期 

４ 

 

 

５ 

６ 

   

７ 

単元１ 職業の選択及び自己実現 

・導入（１年次の振り返り、概要・目的を知る） 

・インターンシップ・企業説明会・オープンキャンパスについて知る 

単元２ 探究体験 

・探究体験ワーク 

 ・課題の設定、情報の収集、整理・分析、まとめ・表現、振り返り 

単元３ 探究実践 

 ・探究実践 

  ・課題の設定 

 

１ 

2 

 

 

8 

 

 

2 

２ 

学 

期 

８ 

９ 

１０ 

 

   

１１ 

 

   

 

１２ 

  ・課題の設定 

・情報の収集 

・整理・分析 

単元１ 職業の選択及び自己実現 

 ・進路セミナー説明・アンケート 

単元３ 探究実践 

  ・まとめ・表現 

  ・発表活動 

  ・振り返り 

単元１ 職業の選択及び自己実現  

・企業、上級学校研究 

1 

3 

３ 

 

1 

 

3 

1 

1 

 

2 

３ 

学 

期 

１ 

 

２ 

 

 

３ 

・企業、上級学校研究 

・履歴書の作成 

・志望理由書の作成 

・進路セミナー 

・まとめ・１年間の振り返り 

１ 

２ 

1 

２ 

１ 

５ その他 

・総合的な探究の時間では、情報収集、自己表現活動、発表活動及び振り返り活動を通して、自己のキャリア形成に関する考

え・能力を深めていきます。その際、ICT 機器を活用します。 

・１年次での学びを基に、２年次では課題発見解決学習に重きを置き、パフォーマンス課題を課します。 
 



 

科目名 実習 
単位数 6単位 

学年等 機械科2学年 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、工業の発展を担う

職業人として必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(１) 工業の各分野に関する技術を実際の作業に即して総合的に理解するとともに、関連する技術を身

に付けるようにする。 

(2) 工業の各分野の技術に関する課題を発見し、工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業

技術の進展に対応し解決する力を養う。 

(3) 工業の各分野に関する技術の向上を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り

組む態度を養う。 

使用教科書 

副教材等 
実教出版「工業 701工業技術基礎」 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

工業の各分野に関する技術を実際

の作業に即して総合的に理解する

とともに、関連する技術を身に付け

ている。 

工業の各分野の技術に関する課題

を発見し、工業に携わる者として科

学的な根拠に基づき工業技術の進

展に対応し解決する力を身に付け

ている。 

工業の各分野に関する技術の向上

を目指して自ら学び、工業の発展

に主体的かつ協働的に取り組んで

いる。 

評価点 800点 800点 800点 

３ 評価の計画 

区分 項目 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

A 
特機 

作品製作 

作業・発表観察 

作品製作 

作業・発表観察 

完成作品 

作業・発表観察 

振り返りシート等 

評価点 100点 100点 100点 

B 
CAD 

課題作成 

授業中の行動観察 

授業中の行動観察 

課題・作業レポート 

課題・作業レポート 

振り返りシート等 

評価点 100点 100点 100点 

C 
鋳造 

実習中の行動観察 

課題の完成度 

実習中の行動観察 

課題の完成度 

実習中の行動観察 

課題の完成度 

評価点 100点 100点 100点 

D 
コンピュータ実習 

課題作成 

授業中の行動観察 

課題作成(発表) 

授業中の行動観察 

・完成課題(発表) 

・作業レポート 

振り返りシート等 

評価点 10０点 100点 100点 

E 
旋盤 

課題作成 

授業中の行動観察 

課題作成 

授業中の行動観察 

・完成課題 

・作業レポート 

振り返りシート等 

評価点 100点 100点 100点 



 

F 
溶接 

課題作品 

授業中の行動観察 

授業中の行動観察 

実習レポート 

授業中の行動観察 

実習レポート 

評価点 100点 100点 100点 

G 
MC 

作業レポート 

作業観察 

CAD図 

作業レポート 

CAD図 

作品コード 

完成作品 

作業レポート 

作業観察 

評価点 100点 100点 100点 

H 
材料実験 

授業中の行動観察 

実験・レポート 
授業中の行動観察 

授業中の行動観察 

実験・レポート 

評価点 100点 100点 100点 

４ 指導の計画 

区分 項目 単元及び学習内容 時数 

A 特機 
１．オリエンテーション(実習の心構え など) ２．本日の安全目標（発表） ３．平面研削盤の基本操作               

４．作品企画 ５．材料取り ６．フライス盤作業（平面加工）、(6 面体)、(形状加工) ７．まとめ ２７ 

B CAD 

１.Auto CADシステム基本操作 ２．課題作成①(練習)、②③(軸受け)  

３．Fusion 360 システム基本操作 

課題作成①(練習)、②(立体図形)  ３Dプリンタを利用した課題作成②(立体図形)。 

27 

C 鋳造 
１．オリエンテーション ２．鋳型の作成 ３．鋳型の作成 ４．溶解と鋳込み ５．鋳型の作成 

６．鋳型の作成 ７．溶解と鋳込み ８．鋳型の作成 
２７ 

D 

コン

ピュ

ータ 

1．プレゼンテーションとPowerPoint について説明  2．ネットワークセキュリティキーについて説明  

3．PowerPoint の使い方   4．課題作成①PowerPoint の資料作成(共通テーマ) 

5．課題作成②PowerPoint の資料作成(各自テーマ設定) 6．課題①②についてプレゼンテーション     

作業レポート、振り返りシートの記入 

２４ 

E 旋盤 

１．旋盤の使用方法及び安全教育（５Ｓ）について説明 

２．金属材料と切削工具、測定具の取り扱いについて説明 

３．加工図面と加工方法について説明 ４．旋削加工 5.測定と評価 

27 

F 溶接 

アーク溶接・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

１．オリエンテーション  ２．安全教育  ３．被覆アーク溶接のストリンガービード・ウィービングビード 

４．すみ継手におけるすみ肉溶接 ５．炭酸ガスアーク溶接・スポット溶接・ＴＩＧ溶接・シャーリング加工 

ガス溶接・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・                    

6．可燃性ガスの取り扱いについての説明 7．ガス溶接・ガス溶断を使用した課題制作 8．まとめ 

２７ 

G MC 

１．MCの概要と基本操作 ２．NCプログラムの基礎 ３．CADの基本操作 

４．作品企画 ５．CADによる作品設計 ６．NCコーディング ７．シミュレータによる確認 

８．材料取り ９．コード修正 １０．MCによる作品製作 １１．まとめ 

 ２７ 

H 
材料

実験 

１．概要説明 ２．衝撃試験 ３．金属組織観察 ４．硬さ試験 ５．熱処理 ６．引張試験 ７．まとめ 
24 

５ その他 

〇 各パートで実習を行い、計８パートを２４～２７時間でローテーションします。 

〇 各パートで安全教育を行い、機械科としての専門的知識や技能を身につけていきます。 

〇 各実習をAとBに分け、授業を展開していきます。 
 



 

科目名 製図 
単位数 2単位 

学年等 機械科2学年 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、工業の各分野の製

図に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 工業の各分野に関する製図について日本工業規格及び国際標準化機構規格を踏まえて理解する

とともに、関連する技術を身に付けるようにする。 

(2) 製作図や設計図に関する課題を発見し、工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業技術の

進展に対応し解決する力を養う。 

(3) 工業の各分野における部品や製品の図面の作成及び図面から製作情報を読み取る力の向上を目

指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

使用教科書 

副教材等 

実教出版 「工業７０２機械製図」 

実教出版 「工業７０２機械製図ワークノート」 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

工業の各分野に関する製図につい

て日本工業規格及び国際標準化機

構規格を踏まえて理解するととも

に、関連する技術を身に付けてい

る。 

製作図や設計図に関する課題を発

見し、工業に携わる者として科学的

な根拠に基づき工業技術の進展に

対応し解決しようとしている。 

工業の各分野における部品や製品

の図面の作成及び図面から製作情

報を読み取る力の向上を目指して

自ら学び、工業の発展に主体的か

つ協働的に取り組んでいる。 

評価点 300点 3０0点 300点 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

１ 

１．図形の表し方 

２．寸法記入 

３．立体の展開図 

４．基本的な図形の書き方 

図形の捉え方 

立体図の正確な書

き方 

図形の描き方 

寸法の読み方 

投影図の理解 

図面の提出 

授業中の行動観察 

図面の提出 

 １００点 １００点 １００点 

２ 

１．製作図のあらまし 

２．機械要素の製図 

３．軸受の作図 

４．やり形片口スパナの作図 

 

図形の捉え方 

機械要素の理解 

作図 

作図内容の理解 

寸法の読み方 

図面の提出 

授業中の行動観察 

図面の提出 

 １００点 １００点 １００点 

３ 

１．簡単な器具の作図 

２．機械の設計製図 

 

 

図形の捉え方 

機械製図と機械設

計との知識・技能

の融合 

作図内容の理解 

寸法の読み方 

図面の提出 

授業中の行動観察 

図面の提出 

 １００点 １００点 １００点 

 



 

４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

１
学
期 

４ 

 

５ 

 

 

 

 

６ 

７ 

 

１．図形の表し方 

  機械や部品の製作に使用される図面の役割や JIS 規格の必要性を理解させる。 

２．寸法記入 

  基本的な寸法記入等について理解し、実践的な関連知識や技能を身に付けさせる。 

３．立体の展開図 

  展開図や相貫体などについて理解し、正確に展開図や相貫体を描くことができる実践的な知 

  識を身に付けさせる。 

４．基本的な図形の書き方 

  製図の基本である投影法を理解させ、創意工夫（思考・判断）することで正確な図面を描くこと

ができるように指導する。また、等角図やテクニカルイラストレーションなどの立体的な図示法

についても触れ、正確な立体図を描くことができるようにする。 

２ 

４ 

 

１０ 

 

１０ 

２
学
期 

８ 

９ 

 

１０ 

 

 

１１ 

１２ 

１．製作図のあらまし 

  製作に必要な情報が含まれた図面（部品図・組立図）の作成に欠かせない基本的な考え方や手

法について学習する。 

２．機械要素の製図 

  ねじの基本原理や種類等を理解し、ねじ部の図示法やボルト・ナットの略画法について学習す

る。また、各種の関連ｊ規格について、その内容を理解し、実際に活用できるようにする。 

３．軸受の作図 

  軸受の仕組みを理解し、ボルト穴径およびざぐり径の描き方を習得する。 

４．やり形片口スパナの作図 

  ボルトを締めるヘッドの部分を基準線より１５°傾けて描く方法をドラフターを利用して行い、そ

れに伴った曲線も描けるようにする。 

４ 

 

 

 

４ 

 

１２ 

 

１０ 

３
学
期 

１ 

 

 

２ 

３ 

１．簡単な器具の作図 

  これまで学んできた機械製図に関する知識や技能と機械設計で学んだ知識とを融合化し、簡単 

  な器具・機械の設計製図の要点・手法について学習する。 

２．機械の設計製図 

  与えられた仕様（諸元）に基づき、機構の決定から主要部の設計までを行うことで、設計書や構 

想図の作り方（まとめ方）について学習する。 

４ 

 

 

 

１０ 

５ その他 

〇 ドラフターや製図器セットの利用方法などをしっかりと学んでいきます。 

〇 寸法や線の引き方を正確に描けるように取り組んでいきます。 

 



 

科目名 機械工作 
単位数 1 単位 

学年等 機械科2学年 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、機械材料の加工や

工作に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 機械工作について機械材料の加工性や工作法を踏まえて理解するとともに、関連する技術を身に

付けるようにする。 

(2) 機械工作に関する課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解

決する力を養う。 

(3) 工業生産における適切な機械材料の加工や工作する力の向上を目指して自ら学び、情報技術や

環境技術を活用した製造に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

使用教科書 

副教材等 

実教出版 「工業７０９ 機械工作2」 

実教出版 「機械工作１・２演習ノート」 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

機械工作について機械材料の加工

性や工作法を踏まえて理解すると

ともに、関連する技術を身に付けて

いる。 

機械工作に関する課題を発見し、

技術者として科学的な根拠に基づ

き工業技術の進展に対応し解決し

ようとしている。 

工業生産における適切な機械材料

の加工や工作する力の向上を目指

して自ら学び、情報技術や環境技

術を活用した製造に主体的かつ協

働的に取り組んでいる。 

評価点 200点 200点 200点 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

１
学
期 

第８章 特殊加工と三次元造形技術 

1. 特殊加工 

2. 熱的な加工 

3. 化学的な加工 

4. 力学的な加工 

5. 三次元造形技術 

・定期考査等 

・授業中の行動観察 

・演習ノート、授業ノ

ートの記述分析 

・定期考査等 

・授業中の行動観察 

・演習ノート、授業ノ

ートの記述分析 

・授業中の行動観察 

・演習ノート、授業ノ

ートの記述分析 

評価点 70点 70点 70点 

２
学
期 

第９章 表面処理 

第 10章 生産計画・管理と生産の効率化 

1. 生産計画と管理 

2. 生産を支える管理システム 

・定期考査等 

・授業中の行動観察 

・演習ノート、授業ノ

ートの記述分析 

・定期考査等 

・授業中の行動観察 

・演習ノート、授業ノ

ートの記述分析 

・授業中の行動観察 

・演習ノート、授業ノ

ートの記述分析 

評価点 90点 90点 90点 

３
学
期 

3. 品質管理と検査 

4. 安全と環境管理 

5. 生産の効率化 

これからの工作法 

・定期考査等 

・授業中の行動観察 

・演習ノート、授業ノ

ートの記述分析 

・定期考査等 

・授業中の行動観察 

・演習ノート、授業ノ

ートの記述分析 

・授業中の行動観察 

・演習ノート、授業ノ

ートの記述分析 

評価点 40点 40点 40点 

 



 

４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

１
学
期 

4 

５ 

 

６ 

７ 

（第８章 特殊加工と三次元造形技術） 

1 特殊加工 ，2 熱的な加工 ，3 化学的な加工 

4 力学的な加工 ５ 三次元造形技術 

 

1 学期期末考査 

 

 

 

 

1３ 

 

２
学
期 

８ 

９ 

１０ 

 

１１ 

１２ 

（第９章 表面処理） 

1 めっき ，2 化成処理と陽極酸化処理 ，3 いろいろな被膜処理 

4 鋼の表面硬化 

（第 10章 生産計画・管理と生産効率化） 

1 生産計画と管理 ，2 生産を支える管理システム 

２学期期末考査 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

３
学
期 

１ 

２ 

３ 

3  品質管理と検査 ，4 安全と環境管理 ，5 生産の効率化 

（これからの機械工作法） 

 

学年末考査 

 

 

７ 

５ その他 

〇 機械工作の授業では自分の勧化をしっかり持ったうえで、ペア学習やグループ学習を通して学びを深めていきます。 

〇 学習で学ぶ、機械加工における現象や機器についてはＩＣＴ機器を活用して理解を深めます。 

〇 単元ごとに学習に関するまとめについて、振り返りを行い、学びの定着を行う指導を行い、学んだ知識や技術を実際に

活用できる能力と態度を身に付けていきます。 

 

ＩＣＴ学習：表面処理について 

ＩＣＴ学習：これからの工作法について 

ＩＣＴ学習：特殊加工について 

ＩＣＴ学習：化学的加工原理について 



 

科目名 機械設計 
単位数 ２単位 

学年等 機械科２学年 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、器具や機械などの

設計に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(１) 機械設計について機械に働く力、材料及び機械装置の要素を踏まえて理解するとともに、関連す

る技術を身に付けるようにする。 

(２) 機械設計に関する課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解

決する力を養う。 

(３) 安全で安心な機械を設計する力の向上を目指して自ら学び、情報技術や環境技術を活用した製

造に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

使用教科書 

副教材等 

実教出版「工業 710 機械設計 1」 

実教出版「機械設計 1・2演習ノート」 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

機械設計について機械に働く力、

材料及び機械装置の要素を踏まえ

て理解するとともに、関連する技術

を身に付けている。 

機械設計に関する課題を発見し、

技術者として科学的な根拠に基づ

き工業技術の進展に対応し解決す

る力を身に付けている。 

 

安全で安心な機械を設計する力の

向上を目指して自ら学び、情報技

術や環境技術を活用した製造に主

体的かつ協働的に取り組んでい

る。 

評価点 ３００点 ３００点 ３０0点 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

1 

第１章 機械と設計  

第２章 機械に働く力と仕事 

 

・定期考査等 

・授業中の行動観察 

・演習ノート、授業ノ

ートの記述分析 

・定期考査等 

・授業中の行動観察 

・演習ノート、授業ノ

ートの記述分析 

・授業中の行動観察 

・演習ノート、授業ノ

ートの記述分析 

 １００点 １００点 １００点 

2 

第３章 材料の強さ 

 

 

 

・定期考査等 

・授業中の行動観察 

・演習ノート、授業ノ

ートの記述分析 

・定期考査等 

・授業中の行動観察 

・演習ノート、授業ノ

ートの記述分析 

・授業中の行動観察 

・演習ノート、授業ノ

ートの記述分析 

 １００点 １００点 １００点 

3 

第３章 材料の強さ 

 

 

 

・定期考査等 

・授業中の行動観察 

・演習ノート、授業ノ

ートの記述分析 

・定期考査等 

・授業中の行動観察 

・演習ノート、授業ノ

ートの記述分析 

・授業中の行動観察 

・演習ノート、授業ノ

ートの記述分析 

 １００点 １００点 １００点 

 

 



 

４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

１
学
期 

4 

5 

6 

7 

 

第１章 機械と設計  

1. 機械のしくみ 

１．機械と器具、構造物の違い ２．機械のなりたち ３．機械のしくみ ４．機械要素 

2. 機械設計 

１．設計とは ２．機械設計の進め方 ３．コンピュータの活用 

４．よい機械を設計するための留意点 

第２章 機械に働く力と仕事 

1. 機械に働く力 

１．力 ２．力の表しかた ３．力の合成と分解 ４．力のモーメントと偶力  

５．力のつり合い ６．重心 

2. 運 動 

１．直線運動 ２．回転運動 

3. 力と運動の法則 

１．運動の法則 ２．運動量と力積 

４. 仕事と動力 

１．仕事 ２．道具や機械の仕事 ３．エネルギーと動力 

５. 摩擦と機械の効率 

１．摩擦 ２．機械の効率 

 

2 

2 

 

9 

2 

5 

6 

 

 

  

 

 

２
学
期 

8 

9 

10 

11 

12 

第３章 材料の強さ 

1. 材料に加わる荷重 

１．荷重 

2. 引張・圧縮荷重 

１．外力と材料 ２．応力とひずみ ３．縦弾性係数 

3. せん断荷重 

１．せん断 ２．せん断応力 ３．せん断ひずみ ４．横弾性係数 

4. 温度変化による影響 

１．熱応力 ２．線膨張係数 

5. 材料の破壊 

１．破壊の原因 ２．材料の機械的性質とおもな使い方 ３．許容応力と安全率 

6. はりの曲げ 

１．はりの種類と荷重 ２．せん断力と曲げモーメント ３．せん断力図と曲げモーメント図 
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6. はりの曲げ 

４．曲げ応力と断面係数 ５．断面の形状と寸法 ６．たわみ 

7. ねじり 

  1．軸のねじり ２．ねじり応力と極断面係数 

8. 座 屈 

  １．座屈 ２．柱の強さ 
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５ その他 

〇 設計の基礎となる力学・材料力学・機構学の基礎的な事項を学んでいきます。 

〇 機械の構成と基本的な機械要素・装置の基礎知識を学んでいきます。 

〇 簡単な設計・計算の方法を学び、機械設計の基礎能力をつけていきます。 
 




